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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月15日(2019.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位レイヤによって他の通信装置に対してデータを送信した後に前記データの受信応答
信号を必要とする場合において、前記受信応答信号を前記他の通信装置が送信するための
送信許可情報と前記データとを含む所定のフレームを生成するフレーム生成部と、
　前記生成されたフレームを前記他の通信装置に送信する送信部と
を具備する通信装置。
【請求項２】
　前記送信部は、前記他の通信装置から前記送信許可情報を要求するスケジューリングリ
クエストを待つことなく前記送信許可情報を含む前記フレームを前記他の通信装置に送信
する請求項１記載の通信装置。
【請求項３】
　前記所定のフレームの前記送信許可情報は、前記受信応答信号を送信するためのチャネ
ルリソース割当情報を含む請求項１または２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記所定のフレームの前記送信許可情報は、前記受信応答信号を送信するための送信許
可情報として直前に使用したものを次も使用することを指示する送信許可インデックスを
含む請求項１から３のいずれかに記載の通信装置。
【請求項５】
　直前に使用された前記送信許可情報を記憶する送信許可情報記憶部をさらに具備し、
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　前記送信許可インデックスが前記受信応答信号を送信するための送信許可情報として直
前に使用したものを次も使用することを指示している場合、前記送信部は、前記送信許可
情報記憶部に記憶されているチャネル割当情報を用いて前記生成されたフレームを送信す
る
請求項４記載の通信装置。
【請求項６】
　前記上位レイヤは、ＯＳＩ参照モデルにおけるデータリンク層よりも上位のレイヤであ
る請求項１から５のいずれかに記載の通信装置。
【請求項７】
　前記上位レイヤのプロトコルは、ＴＣＰ、ＤＣＣＰ、ＳＴＣＣＰ、および、ＩＣＭＰの
いずれかである請求項６記載の通信装置。
【請求項８】
　前記所定のフレームは、前記他の通信装置に対する第１の通信リンクの前記データの受
信および復号のための情報と前記データの受信応答信号を前記他の通信装置が送信するた
めの第２の通信リンクの前記送信許可情報とを１つの制御情報フォーマットとして含む請
求項１から７のいずれかに記載の通信装置。
【請求項９】
　前記所定のフレームは、前記他の通信装置に対する第１の通信リンクのデータの受信お
よび復号のための情報を含む第１の制御情報フォーマットと、前記データの受信応答信号
を前記他の通信装置が送信するための第２の通信リンクの前記送信許可情報を有する第２
の制御情報フォーマットとを１つのフレームとして含む請求項１から７のいずれかに記載
の通信装置。
【請求項１０】
　前記所定のフレームは、前記他の通信装置に対する第１の通信リンクのデータを含むペ
イロードと、前記データの受信応答信号を前記他の通信装置が送信するための第２の通信
リンクの前記送信許可情報を含むヘッダとからなる請求項１から９のいずれかに記載の通
信装置。
【請求項１１】
　前記所定のフレームは、前記他の通信装置に対する第１の通信リンクの前記データと前
記データの受信応答信号を前記他の通信装置が送信するための第２の通信リンクの前記送
信許可情報とをペイロードとして含む請求項１から９のいずれかに記載の通信装置。
【請求項１２】
　データと前記データの受信応答信号を送信するための送信許可情報とを含む所定のフレ
ームを上位レイヤによって他の通信装置から受信する受信部と、
　前記送信許可情報に従って前記受信したデータの受信応答信号を前記他の通信装置に送
信する送信部と
を具備する通信装置。
【請求項１３】
　直前に使用された前記送信許可情報を記憶する送信許可情報記憶部をさらに具備し、
　前記所定のフレームの前記送信許可情報は、前記直前に使用された前記送信許可情報を
次も使用することを指示する送信許可インデックスを含み、
　前記送信部は、前記受信部が前記送信許可インデックスを受信すると前記送信許可情報
記憶部に記憶されている前記直前に使用された前記送信許可情報に従って前記受信したデ
ータの受信応答信号を前記他の通信装置に送信する
請求項１２記載の通信装置。
【請求項１４】
　上位レイヤによってデータを送信した後に前記データの受信応答信号を必要とする場合
において、前記受信応答信号を送信するための送信許可情報と前記データとを含む所定の
フレームを生成するフレーム生成部と、前記生成されたフレームを送信する第１の送信部
とを備える第１の通信装置と、
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　前記所定のフレームを前記上位レイヤによって前記第１の通信装置から受信する受信部
と、前記送信許可情報に従って前記受信したデータの受信応答信号を前記第１の通信装置
に送信する第２の送信部とを備える第２の通信装置と
を具備する通信システム。
【請求項１５】
　上位レイヤによって他の通信装置に対してデータを送信した後に前記データの受信応答
信号を必要とする場合において、前記受信応答信号を前記他の通信装置が送信するための
送信許可情報と前記データとを含む所定のフレームを生成するフレーム生成手順と、
　前記生成されたフレームを前記他の通信装置に送信する送信手順と
をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１６】
　データと前記データの受信応答信号を送信するための送信許可情報とを含む所定のフレ
ームを上位レイヤによって他の通信装置から受信する受信手順と、
　前記送信許可情報に従って前記受信したデータの受信応答信号を前記他の通信装置に送
信する送信手順と
をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１７】
　通信装置が、上位レイヤによって他の通信装置に対してデータを送信した後に前記デー
タの受信応答信号を必要とする場合において、前記受信応答信号を前記他の通信装置が送
信するための送信許可情報と前記データとを含む所定のフレームを生成するフレーム生成
手順と、
　前記通信装置が、前記生成されたフレームを前記他の通信装置に送信する送信手順と
を具備するフレーム送信方法。
【請求項１８】
　上位レイヤによって第１の通信装置から第２の通信装置に対して送信されるデータ構造
であって、
　前記第２の通信装置に対する通信リンクのデータと、
　前記データの受信応答信号を前記第２の通信装置が送信するための送信許可情報と
を具備するデータ構造。
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